
注　　　意

２０２３年度
２限目

【一般選抜前期Ｂ日程 /共通テストプラス方式（１日目）】

２　　限　　目

３．問題冊子は１部，解答用紙は１枚です。

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

６．解答用紙には解答欄のほかに次の記入欄があります。
　　（１）受験番号欄
　　　　�受験番号を受験番号欄の上欄に算用数字で記入し，さらにその下のマーク欄にマークして

ください。なお，受験番号欄には，一般選抜前期 B日程の受験番号を記入してください
（一般選抜前期（共通テストプラス方式）の受験番号は記入しないこと）。

　　（２）解答科目選択欄
　　　　解答する科目を１つだけ○で囲み，さらにその下のマーク欄にマークしてください。
　　※�受験番号および解答した科目が正しくマークされていない場合は，採点できないことがあり

ます。

７．記入したマークを訂正する場合は，プラスチック製消しゴムで完全に消し，改めてマーク
してください（消しくずを残さないこと）。

５．解答は全てマークセンス方式です。マークは黒鉛筆（シャープペンシル可）
で右の例のように正しくマークしてください。 マーク例

８．解答用紙は折り曲げたり，汚したりしてはいけません。

９．解答用紙の※印欄はマークしてはいけません。

11．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

10．問題冊子と解答用紙にページの落丁・乱丁および印刷の不鮮明な箇所や汚れなどがある場合は，
手を挙げて監督者に知らせてください。
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４．出題科目，ページおよび選択方法は，下表のとおりです。

出題科目 ページ 選択方法
物理基礎・物理 1 〜 8

　解答科目は，選択できる
科目を受験票で確認のう
え，選択しなさい。

化学基礎・化学 9 〜 15
生物基礎・生物 17 〜 28
日本史Ｂ 29 〜 38
国　　語 国語 1〜国語20（うしろから始まります）

２．不正行為を行った場合は，本学の選抜日程全ての成績を無効とします。
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（解答番号  ⑴   〜  �   ）

物理基礎・物理

　空欄　　　　～　　　　にあてはまる答えとして最も適当なものを各解答群から一つ選

び，その記号をマークせよ。　　　（30点）

1．波の速さ vを振動数 fと波長 mで表せ。　� v =　　　　

　　　 f
m
		  　　

f
m 		  　　 fm		  　　 f m2 		 　　 f 2m

2 �． . ( . )siny x t3 9 3 1 16= + であらわされる波がある。ここで xは x軸上の位置座標（m），�

yは y軸方向の変位（m），t は時刻（s）である。

　　この波の振幅（m）を求めよ。  	 　　　　m 

　　この波の周期（s）を求めよ。        	 　　　　s

　　この波の波長（m）を求めよ。       	 　　　　m

　⑵～⑷の解答群

　　　0 .39	 　　0 .68	 　　1 .4	 　　2 .0	 　　3 .9	 　　7 .8

　この波は x軸の正の向きに進む波か，負の向きに進む波か。  � 　　　　

　　　正の向き	 　　負の向き

3．黄色，青色，緑色，赤色の光について

　　波長が最も長い光はどれか。� 　　　　

　　真空中で最も速い光はどれか。 � 　　　　

　　屈折率が最も大きい光はどれか。� 　　　　

　⑹～⑻の解答群

　　　黄色	 　　青色	 　　緑色	 　　赤色	 　　すべて同じ

4．空気中から水中に光が入射したとき，光の　　　　は変化しない。空欄を埋めよ。

　　　波長	 　　振動数	 　　速さ

Ⅰ ⑴ ⒇

⑴

1 2 3 4 5

⑵

⑶

⑷

1 2 3 4 5 6

⑸

1 2

⑹

⑺

⑻

1 2 3 4 5

⑼

1 2 3
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5 �．電磁波は電場の振動面と磁場の振動面を 　　　　に保ちながら，それらの振動面に�

　　　　な向きに伝わる 　　　　である。空欄を埋めよ。

　⑽，⑾の解答群

　　　垂直	 　　平行

　⑿の解答群　

　　　縦波	 　　横波

6．電磁波を振動数で分類したとき，振動数の小さな順にならべよ。

　　　　　　＜　　　　＜可視光＜　　　　＜　　　　＜　　　　

　⒀～⒄の解答群

　　　電波	 　　X線	 　　赤外線	 　　γ線	 　　紫外線

7 �．光には波としての性質と粒子としての性質がある。以下の効果のうち光の粒子性を示す

現象はどれか。� 　　　　

　　a．光電効果　　b．反射　　c．屈折　　d．コンプトン効果　　e．回折　　f．ドップラー効果

　　　b，c，e	 　　a，d，e	 　　a，d，f	 　　a，e，f

　　　a，d		  　　d，f		  　　a，f		  　　a ～ f すべて

8．光は光子という光速で動く粒子の集まりである。これを光量子仮説という。

　　真空中における光子 1個のエネルギーおよび運動量はどのようにあらわされるか。

　　ただし，振動数を f，波長を m，真空中の光速を c , プランク定数を hとする。

　　エネルギー　　　　　　　運動量　　　　

　⒆，⒇の解答群　

　　　hc	 　　hf	 　　hm	 　　
2
hc
1 2	 　　

c
hf
2 	 　　

c
hm 	 　　 h

m

⑽

⑾ ⑿

1 2

1 2

⒀ ⒁ ⒂ ⒃ ⒄

1 2 3 4 5

⒅

1 2 3 4

5 6 7 8

⒆ ⒇

1 2 3 4 5 6 7
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　空欄　　　　～　　　　にあてはまる答えとして最も適当なものを各解答群から一つ選

び，その記号をマークせよ。　　　（30点）

　図 1のように dだけ離した金属板A，B を平行に置き電源Eを接続すると，Aと Bの間

には一様な　　　　が生じる。　　　　の単位は　　　　やV/mが用いられ，その向きを

矢印で表すと図 1において　　　　の方向である。また，d = 10 mm，電源 Eの起電力を

10 Vとしたとき，　　　　の大きさは　　　　V/mとなる。

　図 １と同じように金属板を設置し，図 ２のように起電力が 10 V の電源 E1，E2 を接続し

た。このとき金属板Aは　　　　，金属板 Bは　　　　に帯電する。また，点 aの電位は

　　　　V，点 bの電位は　　　　V，点 cの電位は　　　　Vとなる。

図 1 図 2

d

E

A B

E1

A B

E2

a           b           c

d
2

d
2

　�の解答群

　　　電場	 　　磁場	 　　電流	 　　静電気

　�の解答群

　　　V/C	 　　F/C	 　　F/m	 　　N/C	 　　N/m

　�の解答群

　　　↑	 　　→	 　　↓	 　　←

　�の解答群

　　　 5 	 　　10	 　　50	 　　100	 　　500	 　　1000

　�，�の解答群

　　　正	 　　負	

　�〜�の解答群

　　　－20	 　　－10	 　　 0 	 　　10	 　　20

Ⅱ � �

� � �

�

� �

� �

� � �

1 2 3 4

1 2 3 4 5

1 2 3 4

1 2 3 4 5 6

1 2

1 2 3 4 5
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　図 ３のように金属板A，B と断面積が同じで厚さが　　の金属板 Cを図 １の AB間に設

置した。このとき，金属板 Cにおいて　　　　が生じ，縦軸を電場または電位，横軸を金

属板Aからの距離とすると電場は　　　　，電位は　　　　のようになる。また，AB間

に蓄えられる電気量は図 １のときの　　　　倍となる。

　図 ３の金属板 Cを同じ形状の比誘電率が 2の物体に置き換えると，この物体においても

　　　　が生じ，この現象を特に　　　　という。縦軸を電場または電位，横軸を金属板

Aからの距離とすると電場は　　　　，電位は　　　　のようになる。また，AB間に蓄え

られる電気量は図 １のときの　　　　倍となる。

d e    f      g

E

A B
金属板 C

図 3

d
3

d
3

d
3

　�，�の解答群

　　　静電誘導	 　　電磁誘導	 　　誘電分極	 　　光電効果	 　　静電遮蔽

　�，�，�，�の解答群

　　
d e f g
0

d e f g
0

d e f g
0

d e f g
0

d e f g
0

d e f g
0

1

4

2

5

3

6

　�，�の解答群

　　　 3
1 	 　　 3

2 	 　　 6
5 	 　　 1 	 　　 5

6 	 　　 2
3 	 　　 2 	 　　 3

d
3

�

� �

�

� �

� �

�

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 6 7 8
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　空欄　　　　～　　　　にあてはまる答えとして最も適当なものを各解答群から一つ選

び，その記号をマークせよ。　　　（40点）

Ａ）

ｉ）�水平でなめらかな床面上を右向きに初速 v0 で移動する質量 mの物体Aと静止した質

量 mのすべり台（すべり台の面はなめらかである）がある（図 1）。

ⅱ）物体Aが水平面上右向きに初速 v0 ですべり台に乗り上げた。

ⅲ）�物体Aがすべり台を上っている間，すべり台は傾くことなく右へ水平に移動する。す

べり台上の物体Aが床面から高さ hの位置にある。このときの物体Aの速さを vA，

滑り台の速さを vB とする（図 2）。

ⅳ）物体Aがすべり台上で最高点に達した。このとき，h = Hとする。

ⅴ）やがて，物体Aがすべり台を下り床面上に降りてきた。

 

図 1 図 2

v0
vA

vB

　床面上の高さを 0として，位置エネルギーの基準とする。また，水平方向において，右向

きを正の向きとする。

　ⅱ）での両者の力学的エネルギーの和は　　　　であり，両者の水平方向の運動量の和は�

　　　　である。

　ⅲ）での両者の力学的エネルギーの和は　　　　である。

　ⅳ）での両者の水平方向の運動量の和は　　　　であり，物体Aおよびすべり台の水平方

向の速度は　　　　である。また，両者の力学的エネルギーの和は　　　　であり，物体

Aの面上からの高さ Hは　　　　である。もし，すべり台の質量が物体Aに比べて相当に

大きければすべり台は静止したままと見なすことができる。このときの物体Aの最高点ま

での高さにくらべ Hは　　　　倍となる。

　ⅴ）での物体 Aの水平方向の速度は　　　　であり，すべり台の水平方向の速度は�

　　　　である。

　このｉ）からⅴ）の物体Aとすべり台の一連の運動において，ｉ）を衝突前，ⅴ）を衝突後

とすると，この衝突は　　　　衝突であり，跳ね返り係数は　　　　である。

Ⅲ � �

�

�

�

�

� �

�

�

�

�

� �
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　�，�，�の解答群

　　　mv0	 　　
2
mv
1

0	 　　 mv2 0	 　　mv 2
0 	 　　

2
mv
1

0
2	　　 mv2 0

2	 　　 0

　�の解答群

　　　m v v mghA B
22+ +] g 	 　　

2
m v v mgh
1

A B
2 2+ +] g 	 　　 m v v mgh2 A B

2 2+ +] g

　　　m v v mgh2A B
2 2+ +] g 	 　　 m v v mgh2

1 2A B
2 2+ +] g 	 　　 m v v mgh2 2A B

2 2+ +] g

　�，�，�の解答群

　　　v0		  　　 v2 0		  　　
2

v0 		  　　
2

v0 	 　　 v0- 	

　　　 v2 0- 	 　　 v

2
0

- 	 　　
v

2
0

- 	 　　 0

　�の解答群

　　　mv mgH2
0 + 	 　　 mv mgH2 0

2+ 	 　　
2
mv mgH
1

0
2+ 	　　 mv mgH

1
4 0

2+

　　　mv mgH20
2+ 	 　　 mv mgH2 20

2+ 	　　 mv mgH2
1 20

2+ 	　　 mv mgH4
1 20

2+

　�の解答群

　　　
g

v0
2

		 　　
g

v2 0
2

	 　　
g

v4 0
2

	 　　
g

v

2
0
2

		 　　
g

v

4
0
2

　　　
g

v

8
0
2

		 　　
g2

v0
2

	 　　 v3

g2
0
2

	 　　 v

g

3
4

0
2

	 　　 0

　�，�の解答群

　　　 1 	 　　 2 	 　　 4 	 　　
2
1 	 　　 14 	 　　

1
8 	 　　 2

1 	　　 3
2 	　　

3
4 	　　 0

　�の解答群

　　　弾性	 　　非弾性	 　　完全非弾性

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3

4 5 6

1 2 3 4 5

6 7 8 9

1 2 3 4

5 6 7 8

1 2 3 4 5

6 7 8 9 0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

1 2 3
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Ｂ）

ｉ）�水平でなめらかな床面上に質量 mの物体Aと質量の無視できるバネ定数 kのバネにつ

ながれた質量 mの物体 Bが静止している。物体Aに水平面上右向きに初速 v0 を与え

る（図 3）。

ⅱ）物体Aが初速 v0 でバネに衝突する。

ⅲ）�物体Aがバネに接触しているときのバネの自然長からの縮みを xとし，そのときの物

体Aの速度 vA，物体Bの速度 vB とする（図 4）。ここで床面上右向きを正とする。

ⅳ）物体Aと物体Bが最も接近し，バネの縮み xが最大となった。このとき，x = Xとする。

ⅴ）やがて，物体Aがバネから離れる。

図 3 図 4
A AB B

v0 vA vB

　ｉ）に対するⅲ）の物体Aと物体Bの相対速度の比（≧ 0）は，

ⅲ）における物体Bに対する物体Aの相対速度
=　　　　である。

ｉ）における物体Bに対する物体Aの相対速度

　　　
v

v v

0

A B+ 	 　　
v

v vA B

0

- 	 　　
v v

v

B

0

A+
	 　　

v

v

vA B

0

-

　　　
v v

vB

A0

	 　　
v v

v

B

A

0

	 　　
v

v v0 B

A

	 　　
v

v v

B

A0

　ｉ）に対するⅳ）の物体Aと物体Bの相対速度の比（≧ 0）は， 

ⅳ）における物体Bに対する物体Aの相対速度
=　　　　である。

ｉ）における物体Bに対する物体Aの相対速度

　　　 1 	 　　 2 	 　　 4 	 　　 2
1 	 　　 14 	 　　

1
8 	 　　 2

1 	　　 3
2 	　　

3
4 	　　 0

　Ａ）と同様，このｉ）からⅴ）までの物体A，B の運動およびバネの変化を一体として，力

学的エネルギーおよび運動量の保存則を考える。

�

1 2 3 4

5 6 7 8

�

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0
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　ⅳ）での物体A，B の速度は　　　　となるので，バネの弾性力による位置エネルギーは

衝突前に物体Aが持っていた運動エネルギーの　　　　倍となり，X =　　　　となる。

もし，物体Bの質量が物体Aにくらべて相当に大きければ，物体Bはほぼ静止したままと

みなせる。これは，他端が固定されているバネに物体Aが衝突する場合と同じである。こ

の場合のバネの縮みの最大値にくらべて Xは約　　　　倍となる。

　ⅴ）においてバネの縮み x = 0 となる。このとき，物体Aの速度は　　　　であり，物体

Ｂの速度は　　　　である。

　このｉ）からⅴ）の物体Aと物体 Bの一連の運動において，ｉ）を衝突前，ⅴ）を衝突後と

すると，この衝突は　　　　衝突であり，跳ね返り係数は　　　　である。

　�，�，�の解答群

　　　v0		  　　 v2 0		  　　 v
2
0 		  　　

2

v0 	 　　 v0-

　　　 v2 0- 	 　　 v

2
0

- 	 　　
v

2
0

- 	 　　 0

　�，�の解答群

　　　 1 	 　　 2 	 　　 4 	 　　 2
1 	 　　 14 	 　　

1
8 	 　　 2

1 	　　 3
2 	　　

3
4 	　　 0

　�の解答群

　　　
k
m
v0	 　　 k

m
v

2
0	 　　 k

m
v2 0	 　　 v

m
k

0	 　　 m
k
v

2
0	 　　 m

k
v2 0

　

　�の解答群

　　　0 .3	　　0 .5	　　0 .7	　　0 .8	　　0 .9	　　1 .0	　　1 .1	　　1 .2	　　1 .4	　　1 .5

　　　　

　�の解答群 

　　　弾性	 　　非弾性	 　　完全非弾性

�

� �

�

�

�

� �

1 2 3 4 5

6 7 8 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

1 2 3



1. 本書の一部あるいは全部について，発行者の許可を得ずに，無断で複写・転写することは
　禁じられています。

2. 本書の内容に誤り・誤字脱字などございましたら，ご連絡いただけると幸いです。
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